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日常的に運動・スポーツを実施している人は，
なんでも最後までやりとげたいと思っている人が多い

　スポーツ庁が10月に発表した「平成29年度体力・
運動能力調査」において，「達成意欲」と「体力・
運動能力」との関係が分析されており，その結果が
公開されている。
　青少年期（13〜19歳）の達成意欲（なんでも最後
までやりとげたいと思う）が高いと，体力の合計点
が高かった。
　また，運動・スポーツの実施頻度が高いほど，な

んでも最後までやりとげたいと思うと回答する者の
割合が高かった（図１，図２）。
　スポーツをしているからやりとげたい意欲が高ま
るのか，やりとげる意欲がもともと高いからスポー
ツを続けられているのかまでは読み取れないものの，
達成意欲と運動・スポーツの実施状況に相関関係が
あることは確かなようである。

図１　運動実施状況別意欲達成割合（15歳男子）
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図２　運動実施状況別意欲達成割合（15歳女子）
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１ はじめに

　平成29年度に中学校の学習指導要領が改訂された。
すでに移行期の一年が終わろうとしている。本稿で
は，残された移行期に対応するために，あらためて
学習指導要領のポイントについて確認するとともに，
新しい内容を踏まえた授業づくりと移行期の指導計
画について解説する。
２ 保健分野改訂のポイント

　学習指導要領解説　保健体育編には，保健分野の
改訂のポイントとして，次の三点が示されている。

①保健分野においては，生涯にわたって健康を保持増進する
資質・能力を育成することができるよう，「知識及び技能」，
「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」
に対応した目標，内容に改善すること。
②心の健康や疾病の予防に関する健康課題の解決に関わる内
容，ストレス対処や心肺蘇生法等の技能に関する内容等を
充実すること。
③個人生活における健康課題を解決することを重視する観点
から，健康な生活と疾病の予防の内容を学年ごとに配当す
るとともに，体育分野との一層の関連を図った内容等につ
いて改善すること。

　①については，今回の学習指導要領全体の改訂の
方針でもある，育成を目指す資質・能力に基づいて
いる。今回の改訂では，すべての教科等で「知識及
び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向か
う力，人間性等」の三つの資質・能力の育成を目指
すこととなった。そのため，保健体育においても，
これらの三つで教科の目標を示しており，保健分野
においてもそれが踏襲されている。
　また，保健分野の内容に関しては，健康課題を解
決する能力の育成を重視する観点から，これまで知
識を中心とした内容構成になっていたものに，②に
関連する技能の内容や，思考力，判断力，表現力等
の内容が新たに示された。その際，思考力，判断力，
表現力等の内容はすべての内容のまとまりに示され
ているが，技能については保健体育という教科の特
性を踏まえて，「心身の機能の発達と心の健康」と

「傷害の防止」の内容のまとまりだけに示されてい
る。詳細については，次の項目で説明する。
　③に関連して，「健康な生活と疾病の予防」につ
いては，これまで第三学年で指導されることとなっ
ていたが，個人生活における健康に関する課題を解
決することを重視する観点から，この内容を学年ご
とに配当することとされた。この内容については，
保健分野の中核となる内容であるので，すべての学
年で学習することとなったわけである。具体的にど
の内容をどの学年に配当するかは，４の項目で解説
する。
３ 新しく示された内容と授業づくり

１）「技能」の内容について
　ここでは，保健分野についてはじめて示された技
能の内容について確認するとともに，それを踏まえ
た授業づくりについて解説する。
　まず，「心身の機能の発達と心の健康」の「スト
レスへの対処」についてである。具体的には，学習
指導要領に次のように示された。

（２）心身の機能の発達と心の健康について，課題を発見し，
その解決を目指した活動を通して，次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。
ア　心身の機能の発達と心の健康について理解を深めると
ともに，ストレスへの対処をすること。

（ｴ）精神と身体は，相互に影響を与え，関わっていること。
欲求やストレスは，心身に影響を与えることがあること。
また，心の健康を保つには，欲求やストレスに適切に対
処する必要があること。

　ここでは，「知識及び技能」の「知識」の内容と
して，「欲求やストレスへの対処」について，いろ
いろな方法がある中からストレスの原因，自分や周
囲の状況に応じた対処の仕方を選ぶことが大切であ
ることを理解できるようにする。「技能」の内容と
しては，リラクセーションの方法等を取り上げ，ス
トレスによる心身の負担を軽くするような対処の方
法ができるようにすることが求められる。
　つまり，授業づくりにおいては，様々な「ストレ
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スへの対処」の方法の一つとして，教室等で実際に
体ほぐし等のリラクセーションを行うことになる。
小学校では深呼吸などの呼吸法を技能として学んで
きているので，それを復習しながら，座ってもでき
る体をリラックスさせる方法を体験できるように工
夫するのである。
　その際，ストレスがあると心身に緊張が伴うこと
や，体の緊張をほぐすことが心によい影響を与える
ことなどを伝えるようにしたい。また，最終的に技
能の内容も含めていろいろな方法がある中からスト
レスの原因，自分や周囲の状況に応じた対処の仕方
を選ぶ等の思考力，判断力，表現力等に関わる内容
につなげていくとまとまりのある授業展開になる。
　もう一つの「技能」の内容である「傷害の防止」
の「応急手当」については，学習指導要領に次のよ
うに示された。

（３）傷害の防止について，課題を発見し，その解決を目指
した活動を通して，次の事項を身に付けることができるよ
う指導する。
ア　傷害の防止について理解を深めるとともに，応急手当
をすること。

（ｴ）応急手当を適切に行うことによって，傷害の悪化を防
止することができること。また，心肺蘇生法などを行う
こと。

　ここでは，応急手当の「知識」の内容を踏まえ，
「技能」の内容として，胸骨圧迫，AED（自動体外
式除細動器）使用などの心肺蘇生法，包帯法や止血
法としての直接圧迫法などを取り上げ，実習を通し
て応急手当ができるようにすることが示されている。
　この技能の内容については，これまで知識の内容
の中に含まれて示されており，応急手当の実習は，
理解を深めるための手段として考えられていた。そ
のため，実際には，教科書等を使用して知識を習得
するだけの授業にとどまり，実習までは行わないこ
とも見受けられた。しかし，これからは応急手当の
実習は必須になる。授業づくりにおいては，限られ
た時間の中で，必要な知識を習得し，技能のための
実習を行う学習活動の工夫が求められる。したがっ
て，技能を習得する活動では，技能の内容を絞るこ
とがポイントとなる。例えば，心肺蘇生法では，学
習指導要領解説において，気道確保，胸骨圧迫，人
工呼吸，AED の使用を理解し，技能としては，こ
れらをすべて行うのではなく胸骨圧迫と AED を行
うように示されている。止血法や包帯法について最

も，核となる技能に絞って実習するようにしたい。
２）「健康な生活と疾病の予防」の内容について
　この内容について，学習指導要領に次のように示
された。

（１）健康な生活と疾病の予防について，課題を発見し，そ
の解決を目指した活動を通して，次の事項を身に付けるこ
とができるよう指導する。
ア　健康な生活と疾病の予防について理解を深めること。
（ｱ）健康は，主体と環境の相互作用の下に成り立っている
こと。また，疾病は，主体の要因と環境の要因が関わり
合って発生すること。

（ｲ）健康の保持増進には，年齢，生活環境等に応じた運動，
食事，休養及び睡眠の調和のとれた生活を続ける必要が
あること。

（ｳ）生活習慣病などは，運動不足，食事の量や質の偏り，
休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れが主な要因とな
って起こること。また，生活習慣病の多くは，適切な運
動，食事，休養及び睡眠の調和のとれた生活を実践する
ことによって予防できること。

（ｴ）喫煙，飲酒，薬物乱用などの行為は，心身に様々な影
響を与え，健康を損なう原因となること。また，これら
の行為には，個人の心理状態や人間関係，社会環境が影
響することから，それぞれの要因に適切に対処する必要
があること。

（ｵ）感染症は，病原体が主な要因となって発生すること。
また，感染症の多くは，発生源をなくすこと，感染経路
を遮断すること，主体の抵抗力を高めることによって予
防できること。

（ｶ）健康の保持増進や疾病の予防のためには，個人や社会
の取組が重要であり，保健・医療機関を有効に利用する
ことが必要であること。また，医薬品は，正しく使用す
ること。

　「健康な生活と疾病の予防」で特に注目したい内
容は，（ｳ）の生活習慣病などの予防である。この内
容については，これまで，（ｲ）の健康な生活に関す
る内容と一緒に示されていたが，今回，独立して示
された。
　また，次のように学習指導要領の内容の取扱いに

「がん」を取り上げて指導することが示された。そ
のため，学習指導要領解説においては，「生活習慣
病の予防」と「がんの予防」にわけて解説している。
　「生活習慣病の予防」では，心臓病，脳血管疾患，
歯周病などを適宜取り上げ，日常の生活習慣が要因
となって起こる疾病であり，適切な対策を講ずるこ
とにより予防できることを理解できるようにする。 
　ここでは，運動不足などの不適切な生活習慣を続
けることで，やせや肥満，動脈硬化，歯肉の炎症等
や歯を支える組織の損傷などにつながり，最終的に
生活習慣病になってしまうこと，また，それらを予
防するための方法について，科学的に理解できるよ
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均等に指導するために，「（２）心身の機能の発達と
心の健康」を第１学年で，「（３）傷害の防止」を第
２学年で，「（４）健康と環境」を第３学年で指導す
ることとなった）。
　つまり，全面実施となる2021年度には，現在第３
学年で指導されている「健康な生活と疾病の予防」
は，感染症の予防と健康を守る社会の取組以外が指
導されなくなるので，（ｱ）から（ｴ）の内容について，
すべての学校で前もって指導しなければならないの
である。
　具体的には，「小学校及び中学校の学習指導要領
等に関する移行措置並びに移行期間中における学習
指導等について（通知）」において，「（４）理科及
び保健体育については，現行中学校学習指導要領に
定める内容の一部を指導学年を前倒して実施するこ
ととしたこと。また，新中学校学習指導要領の一部
を追加又は適用することとしたこと。それに応じて
現行中学校学習指導要領に定める内容の一部を省略
する又は適用しないこととしたこと。」と示された
ことを踏まえて実施することになる。さらに詳細に
ついては「学習指導要領の改訂に伴う移行措置の概
要」に次のように示された。

・平成31年度及び平成32年度の第１学年保健分野に「主体と
環境」及び「調和のとれた生活」を追加する。
・平成32年度の第２学年保健分野に「生活習慣病」及び「薬
物乱用など」を追加する。

　指導に当たっては，中学校特例告示により追加す
ることとした内容について十分留意した指導計画を
作成すること 特に，移行期間中に追加して指導す
べきとされている新中学校学習指導要領の内容につ
いては，新中学校学習指導要領の規定により，適切
な指導が行われるようにすることが大切である。
2019〜2021年度の計画例を示したので，参考にして
いただきたい（表１）。
　なお，移行期間中における学習評価の在り方につ
いては，移行期間に追加して指導する部分を含め，
現行中学校学習指導要領の下の評価規準等に基づき，
学習評価を行うこととなっている。
５ おわりに

　移行期間は，全面実施に向けての準備期間である
ため，新しい学習指導要領に基づく指導が軌道に乗
れるよう取り組むことに集中することになる。しか

うにする。特に，歯科保健の内容と，様々な不適切
な生活習慣が，生活習慣病の「リスクが高まるこ
と」につながることが入ったことがポイントである。
　授業づくりに際しては，疾病の予防に関して，リ
スクの軽減という考え方が具体的に示され，思考力，
判断力，表現力等の内容も示されたことで，授業の
進め方が変わってくる。例えば，運動や食事などの
不適切な生活習慣，喫煙，飲酒，ストレスなど様々
なことを，生活習慣病の要因として理解し，それら
を改善することが予防になるという流れから，生活
習慣病のリスクを軽減するためには何が要因となっ
ているのか，またそれらの要因へどのように対処す
れば，疾病へのリスクが軽減できるのかなどを，生
徒が主体的に考えるという流れへの変換が求められ
る。
　「がんの予防」では，がんの疾病概念である「異
常な細胞であるがん細胞が増殖する」こと，その要
因には「不適切な生活習慣をはじめ様々なものがあ
ること」を理解できるようにする。また，中学校の
発達の段階を踏まえて，がんの予防には，生活習慣
病の予防と同様に，適切な生活習慣を身に付けるこ
となどが有効であることに絞って理解できるように
することとなった。つまり，細菌・ウイルス等の関
わりや治療に関することなどは高等学校で指導する
ということである。なお，高等学校への接続も踏ま
えて，「健康診断やがん検診などで早期に異常を発
見できることなどを取り上げ，疾病の回復について
も触れるように配慮すること」も示されている。
　授業づくりにおいては，文部科学省のホームペー
ジに「がん教育推進のための教材（平成29年６月 
一部改訂）」と「がん教育推進のための教材 指導参
考資料」が示されているので，参考になる。ただし，
これらの資料は，中学校と高等学校の内容が併せて
掲載されているので気を付けていただきたい。中学
校で指導すべき内容を学習指導要領及び解説で確認
し，活用することが大切である。
４ 移行期におけるカリキュラムの組み方

と年間指導計画
　今回の学習指導要領の改訂で，「（１）健康な生活
と疾病の予防」が，全学年にまたがって指導するこ
ととなった。具体的には，（ｱ）（ｲ）を第１学年で，

（ｳ）（ｴ）を第２学年で，（ｵ）（ｶ）を第３学年で指導
する（それ以外の内容については，各学年を16時間
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支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」
（答申）2016年
○文部科学省中学校学習指導要領」2017年
○文部科学省「中学校学習指導要領解説　保健体育編」2017年
○文部科学省「小学校及び中学校の学習指導要領等に関する移行
措置並びに移行期間中における学習指導等について（通知）」
2017年

し，そこに注意を奪われすぎて，移行期間にあたる
生徒にとって，不利益になる指導にならないように
十分配慮する必要がある。

引用・参考文献
○中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別

表１　保健分野における指導計画例　＊太字は新学習指導要領の内容

第１学年 第２学年 第３学年

２
０
１
９
年
度

移　

行　

期

「健康な生活と疾病の予防（１）」
（４時間）
【知識】
・健康の成り立ちと疾病の発生要因
・生活習慣と健康
【思考力，判断力，表現力等】

「心身の機能の発達と心の健康」（12時間）
・身体機能の発達
・生殖にかかわる機能の成熟
・精神機能の発達と自己形成
・欲求やストレスへの対処と心の健康

「健康と環境」（８時間）
・身体の環境に対する適応能力・至適範囲
・飲料水や空気の衛生的管理
・生活に伴う廃棄物の衛生的管理

「傷害の防止」（８時間）
・�交通事故や自然災害などによる傷害の
発生要因

・交通事故などによる傷害の防止
・自然災害による傷害の防止
・応急手当

「健康な生活と疾病の予防」
（20時間）
・健康の成り立ちと疾病の発生要因
・生活行動・生活習慣と健康
・喫煙・飲酒・薬物乱用と健康
・感染症の予防
・保健・医療機関や医薬品の有効活用
・個人の健康を守る社会の取組

２
０
２
０
年
度

移　

行　

期

「健康な生活と疾病の予防（１）」
（４時間）
【知識】
・健康の成り立ちと疾病の発生要因
・生活習慣と健康
【思考力，判断力，表現力等】

「心身の機能の発達と心の健康」（12時間）
・身体機能の発達
・生殖にかかわる機能の成熟
・精神機能の発達と自己形成
・欲求やストレスへの対処と心の健康

「健康な生活と疾病の予防（２）」
（８時間）
【知識】
・生活習慣病などの予防
・喫煙・飲酒・薬物乱用と健康
【思考力，判断力，表現力等】

「傷害の防止」（８時間）
・�交通事故や自然災害などによる傷害の
発生要因

・交通事故などによる傷害の防止
・自然災害による傷害の防止
・応急手当

「健康な生活と疾病の予防」（20時間）
・健康の成り立ちと疾病の発生要因
・生活行動・生活習慣と健康
・喫煙・飲酒・薬物乱用と健康
・感染症の予防
・保健・医療機関や医薬品の有効活用
・個人の健康を守る社会の取組

２
０
２
１
年
度

全
面
実
施

「健康な生活と疾病の予防（１）」
（４時間）
【知識】
・健康の成り立ちと疾病の発生要因
・生活習慣と健康
【思考力，判断力，表現力等】

「心身の機能の発達と心の健康」（12時間）
【知識及び技能】
・身体機能の発達
・生殖に関わる機能の成熟
・精神機能の発達と自己形成
・欲求やストレスへの対処と心の健康
【思考力，判断力，表現力等】

「健康な生活と疾病の予防（２）」
（８時間）
【知識】
・生活習慣病などの予防
・喫煙・飲酒・薬物乱用と健康
【思考力，判断力，表現力等】

「傷害の防止」（８時間）
【知識及び技能】
・�交通事故や自然災害などによる傷害の
発生要因

・交通事故などによる傷害の防止
・自然災害による傷害の防止
・応急手当の意義と実際
【思考力，判断力，表現力等】

「健康な生活と疾病の予防（３）」
（８時間）
【知識】
・感染症の予防
・健康を守る社会の取組
【思考力，判断力，表現力等】
「健康と環境」（８時間）
【知識】
・身体の環境に対する適応能力・至適範囲
・飲料水や空気の衛生的管理
・生活に伴う廃棄物の衛生的管理
【思考力，判断力，表現力等】
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２ 年間指導計画作成に向けて

　ここでは，指導計画作成上のポイントを「中学校
学習指導要領（平成29年告示）解説　保健体育編」

（以下，解説）をもとに，新たに示された内容を中
心に整理します。
「ウ　内容及び内容の取扱いの改善」

（ｵ）「体つくり運動」は，「体力を高める運動」としていたも
のを，第１学年及び第２学年で「体の動きを高める運動」，
第３学年で「実生活に生かす運動の計画」として新たに示
した。

（ｷ）「陸上競技」は，バトンの受け渡しの指導内容を新たに
示した。

（ｳ）「水泳」は，「内容の取扱い」に，「学校や地域の実態に
応じて，安全を確保するための泳ぎを加えて履修させるこ
とができること」を新たに示した。

（ｺ）「武道」は，「内容の取扱い」に，「柔道，剣道，相撲，空
手道，なぎなた，弓道，合気道，少林寺拳法，銃剣道など
を通して，我が国固有の伝統と文化により一層触れること
ができるようにすること」を新たに示した。

（ｼ）「体育理論」について，第１学年で指導していた「（１）
ウ運動やスポーツの学び方」の内容を第２学年で指導する
内容に，第１学年において「ア（ｳ）運動やスポーツの多
様な楽しみ方」を新たに示した。

（傍線　石川，以下同様）

１ はじめに

　平成30年４月より，改訂された中学校学習指導要
領（以下，新しい学習指導要領）への移行期間がは
じまりました。既に新教育課程の編成案を検討して
いる学校も多いと聞きます。そこで，本稿では新し
い学習指導要領の趣旨を踏まえた年間指導計画作成
のポイント及び，移行期間中の「H　体育理論」の
移行措置について再確認します。

　名称変更，新設された内容や学年を移動した内容
について，その背景等の理解を進めながら，指導計
画に反映させましょう。
「エ　指導計画の作成と内容の取扱いの改善」

（ｱ）指導計画の作成における配慮事項
㋐主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
㋒障害のある生徒への指導

　㋐については，保健体育科の特質に応じて，効果
的な学習が展開できるようにするために重要な内容
です。具体的な授業改善の視点等が新たに示されて
います（解説 p.230）。㋒については，通常の学級に
おいても障害のある生徒が在籍している可能性を前
提に，一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細やか
な指導や支援ができるようにするための配慮が求め
られたものです。同様に，指導に際しての配慮の例
が新たに示されています（解説 p.234）。

（ｲ）内容の取扱いにおける配慮事項
㋐体力や技能の程度，性別や障害の有無等を超えて運動やス
ポーツを楽しむための指導の充実。
㋖体育分野と保健分野の関連を図った指導の充実。

　新たに示された㋐にあるとおり，こうした違いを
超えて仲間とともに学ぶ体験が，生涯にわたる豊か
なスポーツライフの実現に向けた，あるいは，スポ
ーツを通した共生社会の実現に向けた重要な学習の
機会である，という認識を大切にしたいものです。
そのため，原則として男女共習で学習を進める，な
どの視点を踏まえた指導計画の検討が重要です。㋖
については，体育分野と保健分野の関連を図る工夫
例が新たに示されています（解説 p.242）。両分野の
関連する事項を取り上げる際は，指導する時期を適
切に設定することが重要です。
　なお，今回の改訂において総則に「カリキュラム
マネジメント」の充実が示されました。解説におい
て示された，次の３点について実現したいものです。
〇３年間の見通しをもった年間指導計画の作成
〇 生徒の現状に基づいた計画の作成・実施・評価・

改善

図１　移行期間から全面実施へのスケジュール

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

中学校
移行期間

教科書
検定

供給
採択

使用
開始

2021年度
全面実施

石川泰成
（埼玉大学）

学習指導要領移行期における
中学校保健体育〈体育分野〉について
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〇地域の人的・物的資源等の活用
　指導計画の作成に当たっては，各領域の内容の取
扱い等についても理解を進める必要があります。移
行期間において，新しい学習指導要領の理念や趣旨
の理解を深め，体育分野の目標や保健体育科の目標
が達成されるよう，また，学校や地域の実態，生徒
の心身の発達の段階や特性等を十分考慮した，特色
ある年間指導計画の作成が期待されます（p.8に試
案を掲載しました。）
３ 移行期間の体育分野の指導計画

　平成29年７月７日付け，「小学校及び中学校の学
習指導要領等に関する移行措置並びに移行期間中に
おける学習指導等について（通知）」（文部科学省）
や「文部科学省告示第九十四号」等を確認します。
移行期間中の教育課程の概要について
　上記通知から，「H　体育理論」の移行措置との
関連で，移行期間中の指導計画の検討上重要な部分
を抜粋してみました。

１　移行期間中の授業時数
移行期間中の各学年における各教科等の授業時数及び総授業
時数は，現行の学校教育法施行規則別表第２，第２の３及び
第４によるものであること。
４　各教科等の学習指導上の留意事項
（２）移行期間中に新中学校学習指導要領によることができ
るとされている教科において，実際に新中学校学習指導要
領による場合には，その内容に応じて適切な教材を用いる
とともに，所要の授業時数を確保して指導が行われるよう
にすること。

５　移行期間中における学習評価の取扱い
移行期間中における学習評価の在り方については，移行期間
に追加して指導する部分を含め，現行中学校学習指導要領の
下の評価規準等に基づき，学習評価を行うこと。

　以上，総授業時数，教材や授業時数の確保，評価
の取扱い等について押さえておきます。
　「H　体育理論」移行措置の内容と取扱い
　今次改訂において，「H　体育理論」については，
各領域に共通する内容や，まとまりで学習すること
が効果的な内容に精選されるとともに，高等学校へ
の接続を考慮して単元が再構成されました。
　具体的には，先に示したとおり，内容の学年の移
動や第１学年での内容の新設，また，第２学年の内
容の一部が統合となりました（表１）。
　これにより，2021年度，全面実施を迎える年の２
年生，３年生については，遡った2019，2020年度の
指導計画の見直しが求められます。特に，１年生で

新設された内容については，各学校において適切な
教材と授業時数を確保し授業を行うことになります。
履修漏れの無いよう留意が必要です（表２）。

表１　中学校体育理論対照表

領域 知識

改訂 現行

Ｈ
体
育
理
論

第１学年及び第２学年
ア　運動やスポーツの多様
性
（ｱ）運動やスポーツの必
要性と楽しさ
（ｲ）運動やスポーツへの
多様な関わり方
（ｳ）運動やスポーツの多
様な楽しみ方【新規】

イ　運動やスポーツの意義
や効果と学び方や安全な
行い方
（ｱ）運動やスポーツが心
身及び社会性の発達に及
ぼす効果【統合】
（ｲ）運動やスポーツの学
び方【学年移動】
（ｳ）安全な運動やスポー
ツの行い方

第１学年及び第２学年
１　運動やスポーツの多様
性
ア�　運動やスポーツの必
要性と楽しさ

イ�　運動やスポーツの多
様な関わり方

ウ�　運動やスポーツの学
び方

２　運動やスポーツが心身
の発達に与える効果と安
全
ア�　運動やスポーツが心
身に及ぼす効果

イ�　運動やスポーツが社
会性の発達に及ぼす効
果

ウ�　安全な運動やスポー
ツの行い方

第３学年
ウ　文化としてのスポーツ
の意義
（ｱ）現代社会におけるス
ポーツの文化的意義
（ｲ）国際的なスポーツ大
会などが果たす文化的な
意義や役割
（ｳ）人々を結びつけるス
ポーツの文化的な働き

第３学年
３　文化としてのスポーツ
の意義
ア�　現代社会におけるス
ポーツの文化的意義

イ�　国際的なスポーツ大
会などが果たす文化的
な意義や役割

ウ�　人々を結びつけるス
ポーツの文化的な働き

表２　移行期間の学年進行

2019年度
（移行期間）

2020年度
（移行期間）

2021年度
（全面実施）

１年生 ２年生 ３年生

１�　運動やスポーツ
の多様性
ア�　運動やスポー
ツの必要性と楽
しさ

イ�　運動やスポー
ツの多様な関わ
り方

ウ�　運動やスポー
ツの学び方

（ｳ）運動やスポー
ツの多様な楽しみ
方【追加】

２�　運動やスポーツ
が心身の発達に与
える効果と安全
ア�　運動やスポー
ツが心身に及ぼ
す効果

イ�　運動やスポー
ツが社会性の発
達に及ぼす効果

ウ�　安全な運動や
スポーツの行い
方

ウ�　文化としてのス
ポーツの意義
（ｱ）現代社会にお
けるスポーツの文
化的意義
（ｲ）国際的なスポ
ーツ大会などが果
たす文化的な意義
や役割
（ｳ）人々を結びつ
けるスポーツの文
化的な働き

４時間以上 ３時間以上 ３時間以上

１年生 ２年生

１�　運動やスポーツ
の多様性
ア�　運動やスポーツ
の必要性と楽しさ
イ�　運動やスポーツ
の多様な関わり方
ウ�　運動やスポー
ツの学び方【省略】

（ｳ）運動やスポー
ツの多様な楽しみ
方【追加】

イ�　運動やスポーツ
の意義や効果と学
び方や安全な行い方
（ｱ）運動やスポー
ツが心身及び社会
性の発達に及ぼす
効果【統合】
（ｲ）運動やスポー
ツの学び方【学年
移動】
（ｳ）安全な運動や
スポーツの行い方

３時間以上 ３時間以上
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１
　
単
元
の
配
列
表
　（
※
以
下
，
あ
く
ま
で
も
検
討
材
料
で
す
の
で
，
各
学
校
の
実
態
に
応
じ
特
色
あ
る
指
導
計
画
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。）

学
期

第
１
学
期

第
２
学
期

第
３
学
期

月
４
月

5月
6月

7月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月

週
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28
29

30
31

32
33

34
35

第 1 学 年

1
理

理
体
つ
く
り

理
器
械
運
動
　
９

陸
上
競
技
　
９

2
体
つ
く
り

　
球
技
Ⅰ
　
10

4
水
泳
　
９

陸
上
競
技
　
　

器
械
運
動

武
道
　
10

ダ
ン
ス
　
10

球
技
　
Ⅱ
（
1）
　
10

球
技
　
Ⅱ
（
2）
　
10

3
5

　
ネ
ッ
ト
型

保
健
　
８

保
健
　
４

ダ
ン
ス

武
道

ゴ
ー
ル
型

保
健
　
４

第 2 学 年

1
理

理
体
つ
く
り

理
器
械
運
動
　
９

陸
上
競
技
　
９

球
技
　
Ⅱ
（
1）
　
10

球
技
　
Ⅱ
（
2）
　
10

2
体
つ
く
り

球
技
　
Ⅰ
　
10

4
水
泳
　
９

陸
上
競
技
　
　

器
械
運
動

武
道
　
10

ダ
ン
ス
　
10

ネッ
ト・

ベー
スボ

ール
型

3
5

ネ
ッ
ト
型

保
健
　
８

保
健
　
４

ダ
ン
ス

武
道

保
健
　
４

第 3 学 年

1
理

理

2
体
つ
く
り

球
技
Ⅰ
　
14

水
泳
・
ダ
ン
ス
　
14

陸
上
競
技
・
器
械
運
動
　
16

体
つ
く
り

武
道
・
球
技
　
Ⅱ
　
16

球
技
　
Ⅲ
　
16
　
ゴ
ー
ル
型

3
5

ネ
ッ
ト
型

保
健
　
５

保
健
　
６

5
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型

理
保
健
　
５

２
　
各
分
野
・
領
域
配
当
時
数

領
　
域

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

時
数

内
容
の
取
扱
い

時
数

内
容
の
取
扱
い

必
修

選
択

内
容
の
取
扱
い

【
Ａ
体
つ
く
り
運
動
】

9
体
ほ
ぐ
し
の
運
動
，
体
の
動
き
を
高
め
る
運
動

9
体
ほ
ぐ
し
の
運
動
，
体
の
動
き
を
高
め
る
運
動

10
体
ほ
ぐ
し
の
運
動
，
実
生
活
に
生
か
す
運
動
の
計
画

【
Ｂ
器
械
運
動
】

9
2年
間
で
マ
ッ
ト
運
動
を
含
む
②
を
選
択

9
2年
間
で
マ
ッ
ト
運
動
を
含
む
②
を
選
択

16

マ
ッ
ト
運
動
，
鉄
棒
運
動
，
平
均
台
運
動
，
跳
び
箱
運
動

か
ら
選
択

【
Ｃ
陸
上
競
技
】

9
2年
間
で
短
距
離
走
・
リ
レ
ー
，
長
距
離
走
又
は
ハ
ー
ド

ル
走
か
ら
選
択
，
走
り
幅
跳
び
又
は
走
高
跳
び
か
ら
選
択

（
バ
ト
ン
パ
ス
の
内
容
）

9
2年
間
で
短
距
離
走
・
リ
レ
ー
，
長
距
離
走
又
は
ハ
ー
ド

ル
走
か
ら
選
択
，
走
り
幅
跳
び
又
は
走
高
跳
び
か
ら
選
択

短
距
離
走
・
リ
レ
ー
，
長
距
離
走
又
は
ハ
ー
ド
ル
走
か
ら
，

走
り
幅
跳
び
又
は
走
高
跳
び
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
択

【
Ｄ
水
泳
】

9
２
年
間
で
ク
ロ
ー
ル
又
は
平
泳
ぎ
を
含
む
②
を
選
択

（
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
泳
ぎ
を
検
討
）

9
２
年
間
で
ク
ロ
ー
ル
又
は
平
泳
ぎ
を
含
む
②
を
選
択

⑭
ク
ロ
ー
ル
，
平
泳
ぎ
，
背
泳
ぎ
，
バ
タ
フ
ラ
イ
，
複
数
の

泳
法
ま
た
は
リ
レ
ー
か
ら
選
択

【
Ｅ
球
技
】

２
年
間
で
ゴ
ー
ル
型
，
ネ
ッ
ト
型
，
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
の

全
て
を
選
択

２
年
間
で
ゴ
ー
ル
型
，
ネ
ッ
ト
型
，
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
の

全
て
を
選
択

ゴ
ー
ル
型
，
ネ
ッ
ト
型
，
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
か
ら
②
選
択

Ⅰ
10

ネ
ッ
ト
型
（
卓
球
，
テ
ニ
ス
，
バ
ド
か
ら
選
択
）

10
ネ
ッ
ト
型
（
卓
球
，
テ
ニ
ス
，
バ
ド
か
ら
選
択
）

14
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
，
卓
球
，
テ
ニ
ス
，
バ
ド
か
ら
選
択

Ⅱ
20

ゴ
ー
ル
型
（
バ
ス
ケ
，
ハ
ン
ド
，
サ
ッ
カ
ー
か
ら
選
択
）

20
ネ
ッ
ト
型
及
び
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
及
び

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

⑯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

Ⅲ
16

ゴ
ー
ル
型
（
バ
ス
ケ
，
ハ
ン
ド
，
サ
ッ
カ
ー
か
ら
選
択
）

【
Ｆ
武
道
】

10
2年
間
で
柔
道
，
剣
道
，
相
撲
か
ら
①
選
択
（
学
校
や
地

域
の
実
態
に
応
じ
て
空
手
道
，
な
ぎ
な
た
，
弓
道
，
合
気

道
，
少
林
寺
拳
法
，
柔
剣
道
な
ど
）

10
2年
間
で
柔
道
，
剣
道
，
相
撲
か
ら
①
選
択

⑯
柔
道
，
剣
道
，
相
撲
か
ら
①
選
択

【
Ｇ
ダ
ン
ス
】

10
２
年
間
で
創
作
ダ
ン
ス
，
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
，
現
代
的
な

リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
か
ら
選
択

10
２
年
間
で
創
作
ダ
ン
ス
，
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
，
現
代
的
な

リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
か
ら
選
択

⑭
創
作
ダ
ン
ス
，
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
，
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の

ダ
ン
ス
か
ら
選
択

【
Ｈ
体
育
理
論
】

3
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
性

3
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
や
効
果
と
学
び
方
や
安
全
な
行

い
方

3
文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義

保
健

16
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防

心
身
の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康

16
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防

傷
害
の
予
防

16
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防

健
康
と
環
境

合
計
時
数

10
5

10
5

10
5


